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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・法人　春の会について

　日時：平成24年4月20日（金）18：00～21：00（17：30受付開始）
会場：八戸プラザホテル　1階　ブリリアント
会費：現職員参加者　￥5.000（当日キャンセルも￥5,000となります。）
　詳細はWIZへ掲示されていますので各自確認し不参加の場合の届出等、遅滞無く行うようにして下さい。

＜注目患者様評価検討＞

・倉橋　生子様～出血や身体不調に関する訴え無く経過しています。また被害的な訴え聞かれる事ありますが、不機嫌さや他者へ過干渉となることもありません。

　　　　　　　　引き続き、他者への干渉やトラブルの無いよう観察していきましょう。

・菊地　明子様～青山荘入所に向けての話しが進んでいます。それに伴い、気分の落ち込み等から来る精神状態の悪化、身体不調の訴えなどの増加が予想されます。症状が悪化せずに、現状を保てるよう適切な介入をしていきましょう。

・布施　邦雄様～外泊から帰院後より、気分の高さが見られています。歯科受診に関する訴えが増えてきていますが、内容については歯痛や定期受診などまとまりを欠いています。歯科受診については様子観察とします。精神状態、他者とのトラブルに注意し観察していきましょう。

・稲垣　恵利子様～夜間、私物をまとめる行為ありましたが、昨夜は同様の行為なく経過しています。私物整理の理由については「モリタ先生に言われた」と話されています。幻覚・妄想により夜間睡眠不安定、昼夜逆転が考えられる為、精神症状と併せ睡眠状態の観察を行っていきましょう。

＜作業療法経過報告＞

・布施　邦雄様～外泊後より表情の冴えなさあり、本人からも「調子が悪い」との発言があったそうです。病棟でも気分高揚など精神状態に動きがありますので、作業の取り組み状況など病棟スタッフも要観察して行くようにしましょう。

・滝田　英人様～居眠りは見られていませんが、大声で笑い出す事あります。明確な理由については話されずにいます。精神状態の変化や、作業の取り組み状況など観察していきましょう。

・倉橋　生子様～声高さ、作業内容についての確認行為が頻回に聞かれています。また現在、菊地様と同じ作業内容を行っており、作業中も菊地様に話し掛けに行く様子も見られています。

・菊地　明子様～表情の冴えなさ見られています。倉橋様と同じ作業内容に取り組まれている為、自身と比較し悲観的となる事が考えられます。

※上記2名について、お互いに影響しあう可能性がありますので作業療法中、過度な接触がないよう観察していきましょう。

＜次年度　園芸プログラムについて＞

・実施場所について

　青陽館隣の畑を1/4面借用できることになりました。

　借用に伴い畑の管理について、放置し雑草などで畑が荒れないようにしてほしいとの事です。青陽館と共同で使用する事を念頭に置き、きれいに使用するようにしましょう。

病棟スタッフ全員が、プログラムに対して高い意識を持って取り組む事が望まれます。一部のスタッフのみが行う事のないようにしていきましょう。

＜川端Dr.診察状況＞

・大釜　万知様～頭皮の状態が不衛生であり、適切な洗髪が出来ていない状況です。主治医より、シャンプーブラシを購入しブラシによる洗髪指導をするよう指示あります。

　　　　　　　　買い物の際、シャンプーブラシの購入を促し洗髪指導をしていきましょう。

・岡田　石子様～外泊時、ご家族へ「一人暮らしがしたい」と話していたとの事です。主治医より、一人暮らしは無理であること、今後は施設への入所を検討していく事を説明し、本人了承されています。

・滝澤　久江様～主治医へ、食事の摂取状況（ほとんど咀嚼せずに嚥下している状況）を情報提供しています。明日のカンファレンス内で、食事形態変更の必要性について検討するよう指示があります。

＜ケースカンファレンス＞

田名部　浩平様（3回目）

現状

・無断離院なく経過している。

・スタッフ付き添いでの買い物訓練は支障なく行う事出来ている。

・定期的な外出、泊訓練を実施している。

・自発性低いが、必要な事は自ら伝える事出来ている。

・前回の外泊時、母に無断で外出する事があった。

・金銭管理→浪費は無い。入院生活で限定された小遣いの中では、計画性を持って使う事出来ている。無断離院の経過を考慮し、金銭は病棟管理となっている。

前回抽出された問題点

・服薬自己管理

　3/21～7日分自己管理実施し、支障なく取り組む事出来ている。

　服薬自己管理に対する不安、ストレス感の訴えは無い。

　服薬の必要性について、理解出来ている発言あり。

・家族関係

　兄…入院前の経緯により（本人から暴力を振るわれた）、本人に対し負の感情を持っている。今後は、本人を見ていく意思はあるとの事。

　主治医より→兄に対しての疾病教育（病気、福祉制度を含めて）を実施していくよう指示あり。

　　　　　　　面会はしなくても、来院していただくよう働きかけを行っていく。

・幻覚、妄想

　にやつき、廊下徘徊は続いている。

　幻聴については「時々ある」と話している→今までは否認していた。

　自分から病状について話すには至っていない。

今後

自宅への前段階として、青山荘での訓練を行う。

○青山荘入所に向けて

・自立支援サービス未申請→青山荘利用の為、申請が必要。

・経済面→現在は、本人の障害年金と母の貯金で医療費を支払っている。

　　　　　青山荘入所後　約\63,000＋小遣い（\10,000）/月

　　　　　　　　収入　　　\65,000/月

　※不足分についてご家族へ説明が必要。また節約の為、本人へ禁煙指導をしていくよう主治医より指示あり。

・外出に関する理解→今までの経緯より、外出に関するルール把握の未熟さがあり。

　　　　　　　　　　その為、集中的に指導・介入をしていく。


























































